
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

54,450,000 54,450,000

49,000,000 49,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

令和６年６月～令和７年５月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　消防ポンプ自動車CD-Ⅰ型が整備されたことにより、エンジン出力低下等の不具合が解消さ
れ、町民の生命を守ることができ、安全かつ安定的に運用を行うことができるようになった。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを車両本体に表記及び町ホームペー
ジへ掲載し、地域住民への周知を図った。

今後も、消防ポンプ自動車CD-Ⅰ型の現況確認や地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

消防ポンプ自動車CD-Ⅰ型　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（消防に関する施設：消防自動車）整備事業

厚岸町長

厚岸消防団第２分団（厚岸町宮園２丁目414番地２）

  今回、更新を行う消防自動車は、配備後20年以上経過しており、エンジン出力の低下や老朽
化に伴う車体の腐食により安定的な稼働に著しい影響を与えている。
　そのため、当該車輌を整備することで、町民の生活を守るための消防体制の充実強化を図
る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

13,948,000 13,948,000

13,100,000 13,100,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

令和７年８月から令和７年11月まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の実施により、利用者の利便性が向上するとともに、経年劣化による故障の
可能性がある設備を更新し、突発的な設備の故障に伴う長期間の施設休止に係る課題
が改善された。
　
　本事業の実施による効果について、斎場の利用者から「トイレ改修により、車椅子
利用者や高齢者がトイレを使用しやすくなり、今まで諦めていた故人への最後のお別
れができるようになった。」と感謝の声が寄せらるとともに、火葬業務委託事業者で
ある㈲厚岸清掃社の担当者から「経年劣化により故障の不安のあった霊台車（２号
炉）の更新を行ったことにより、設備停止、施設休止の不安が解消され、安定的に運
営が可能となっている。」と本事業が利用者の利便性向上と安定的な施設運営に寄与
していることが確認された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町ホームページへ
掲載することで、地域住民への周知を図った。

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

　霊台車更新（２号炉）　１台
　トイレ改修　　　　　　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（環境衛生施設：斎場火葬設備等改修・更新）整備事業

厚岸町長

厚岸町斎場（厚岸町サンヌシ33番地１）

　厚岸町斎場は、昭和61年に建設され38年が経過しており、改修等を行い、施設の延
命化を図ってきているところである。
　当該施設における火葬設備は、経年劣化による故障により運転できなくなる可能性
が報告されており、故障した場合には、稼働を停止せざるを得なく、施設の運営に支
障が生じる恐れがある。
　また、本施設のトイレについて、車椅子を利用したままトイレ内に侵入することが
できない構造となっている。
　本事業の実施により、利用者の利便性向上及び施設の安定的な運営ができるよう整
備するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度
まで

令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

166,155,000 96,844,000 120,000,000 110,000,000 492,999,000

137,705,000 93,900,000 108,000,000 99,000,000 438,605,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

全　体：令和５年８月～令和10年２月
本年度：令和７年５月～令和７年12月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業で建設していたふん尿処理施設は、令和７年１２月より使用を開始した。本
事業の成果を牧場管理者に聞き取りしたところ、従来行っていた汚水の汲み取り作業
が無くなったことで、冬期の作業が大幅に削減できたとのことである。
　本事業については、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を施設本体に表
記したほか、町ホームページへの掲載等で紹介することで、地域住民への周知を図っ
た。

今後も施設、車両などの適切な管理を行いながら、計画的に事業を実施する。

厚岸町営牧場ふん尿処理施設更新工事　　一式

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：厚岸町営牧場ふん尿処理
施設更新工事）整備事業

厚岸町長

厚岸町営牧場大別団地（厚岸町大別１番地）

　 町営牧場は預託牛を飼育することにより、酪農家の経営全般を支える役割を担って
いるが、舎飼いにおいて利用する尿溜め施設の老朽化が著しく、充分な容量も確保出
来ないことから作業負担が増大しその他の作業に支障を来たしている。
　本事業により、老朽化した尿溜め施設を更新することで、尿の河川への流出を防止
するとともに、散布作業が大幅に効率的となることで安心して舎飼いできる環境の確
保が見込まれる。
　それらのことにより預託牛の健康を増進し、産業の振興に寄与することを目的とす
る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

171,600,000 171,600,000

74,498,000 74,498,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

消防救急デジタル無線　一式

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（消防に関する施設：消防救急デジタル無線設備）整備事業

厚岸町長

厚岸消防団　外3施設（厚岸町宮園2丁目414番地2）

　現在使用している消防救急デジタル無線は、導入から12年が経過しており、設備更新のメー
カー推奨期間を過ぎているため、設備の老朽化や故障などにより運用不可な状況になり、消防
力が著しく低下することが懸念される。
　そのため、当該無線を更新することで、町民の生活を守るための消防体制の充実強化を図
る。

無

令和７年６月～令和８年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　消防救急デジタル無線が整備されたことにより、設備の老朽化等が解消され、町民の生命を
守ることができ、安全かつ安定的に運用を行うことができるようになった。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを一部機器に表記及び町ホームペー
ジへ掲載し、地域住民への周知を図った。

　今後も、消防救急デジタル無線の現況確認や地域住民の理解を得ながら事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

16,387,800 16,387,800

14,900,000 14,900,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

施設用備品（物品・電化製品）　一式

矢臼別演習場関連公共用施設（教育文化施設：厚岸町防災交流センター備品購入）整
備事業

厚岸町長

厚岸町防災交流センター（厚岸町港町２丁目１番地）

　令和７年10月末に建設された「厚岸町防災交流センター」は、地域のコミュニティ
の場となることから、施設内に配備する施設用備品を同年11月中の利用開始までに整
備し、施設の効果的な使用を図る。

無

令和７年７月～令和７年11月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　厚岸町防災交流センターに備品が整備されたことにより、地域のコミュニティの場
として、自治会活動や地域行事の場、サークル活動、各団体の会議などで町民に幅広
く活用されている。
　施設管理者及び利用者に確認をしたところ、「各活動において使いやすい」「幅広
い利用が可能となっている」などの評価をいただいており、備品整備を行ったことに
より地域コミュニティの場として利便性の良い環境を整えることができたと評価する
ことができる。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、町ホームページに掲載
し、周知を図った。

　今後も、地域コミュニティの場として、町民の利便性が下がらないよう、適切な管
理を行う。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

6,688,000 6,688,000

6,500,000 6,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）　16台

矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：自動体外式除細動器更新）整備事業

厚岸町長

厚岸町友遊児童館（厚岸町真栄１丁目２番地）他15施設

　当町では、平成29年度から学校、公共施設等の町内各施設に特定防衛施設周辺整備
調整交付金でＡＥＤ整備を行っている。
　ＡＥＤの使用期限を過ぎたものは、迅速かつ適切な救命措置に支障をきたす恐れが
ある。
　このため、本事業において機器を更新し、また、未設置であった公共施設に新たに
ＡＥＤを整備し、町民が安心・安全に暮らせる環境を整えることで、生活環境の維持
を図る。

無

令和７年７月～令和７年８月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　施設管理者から「施設にＡＥＤが設置してあることで、利用者に安心感を持っても
らうことができる。」、「ＡＥＤの更新により、緊急時に安心して利用できる環境を
整えることができた。」、「津波の避難施設でもあるので、ＡＥＤの設置はとても重
要であり、適切に管理していきたい。」などの評価が得られたことから、町民が安
心・安全に暮らせる環境を整えることができたと評価することができる。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、機器本体に表記及び町
ホームページへ掲載し、地域住民への周知を図った。

　今後も、町民が安心・安全に暮らせる生活環境の維持を図るため、適切な管理を行
い、計画的に機器の更新を行う。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

13,618,000 13,618,000

12,600,000 12,600,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

令和７年９月～令和７年12月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　施設の管理職員、介護職員等から、「以前の座位式浴槽よりも、湯温の保持が一定
に保持できています。」「入浴時の足の収納部分が以前より余裕があるので、体の大
きい方でもゆったり入れます。」などの評価を得られたことから、施設サービスの一
層の向上が図られたことが確認できた。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、備品本体に表記、施設
内の掲示板にポスターを添付、施設広報誌に掲載、町ホームページに掲載し、地域住
民への周知を図った。

　今後とも施設の現状や入所者、施設管理職員等の要望を踏まえながら計画的に事業
を実施する。

事　業　評　価　書

座位式特殊浴槽　１台、座位式浴槽用シャワーチェア　１台

矢臼別演習場関連公共用施設（社会福祉施設：特別養護老人ホーム心和園座位式特殊
浴槽一式更新）整備事業

厚岸町長

厚岸町立特別養護老人ホーム心和園（厚岸町白浜４丁目１番地）

　特別養護老人ホームでは、自力歩行ができない方や寝たきりの方など要介護度が高
い方が生活する施設であるため、通常の浴槽とは異なる特殊浴槽が不可欠です。
　現在、施設定員88人のうち、座位が保てる方38～41人(最大57人)は、座位式入浴装
置を、座位が保てない寝たきりの方35人は寝位式入浴装置を使用しなければなりませ
ん。
　使用する座位式入浴装置２台は、使用の開始から15年が経過し、都度、必要な修繕
や部品の交換を行っておりますが、１台が故障により使用できない場合は修繕の間、
利用者の基本生活の一部である週２回の入浴の頻度を減らさなければならず、精神
的、衛生的な生活の質の低減となるものであります。
　利用者の入浴を欠かさないため、老朽化に伴う故障、修繕の頻度が高まる前に計画
的に入浴装置の更新をする必要があり、１台ずつの入浴装置の更新により介護職員の
最も重労働となる入浴サービスの提供が安全かつ効率的に提供でき、施設利用者の入
浴環境を維持し、安定した施設生活の継続により、住民の福祉の向上を図ることがで
きます。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

30,173,000 30,173,000

29,300,000 29,300,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

電子内視鏡システム　一式、逆浸透精製水製造装置　1台、
下部消化管ビデオスコープ　1台、高周波焼灼電源装置　1台、
人工呼吸器（搬送用）　1台

矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器更新）整備事業

厚岸町長

町立厚岸病院（北海道厚岸郡厚岸町住の江１丁目１番地）

　町立厚岸病院では、一部の医療機器の老朽化が著しく、部品の調達が困難なものも
多く、故障した場合には、迅速かつ的確な診療に支障を来す恐れがあり、更新が必要
な状況である。
　本事業で機器の更新をすることにより、地域住民に対する、安定的で質の高い医療
サービスの確保が図られる。

　無

令和７年９月～令和８年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業により、医療機器を更新したことで、医師及び看護師等への聞き取りを行っ
たところ、検査時の患者さんへの負担が軽減されたことや、医師及び看護師等の負担
が軽減されたなどの評価がえられた。
　・電子内視鏡システム
　　モニタ画面が大きくなり見やすくなった。また、検査所見入力がスムーズにな
り、負担が軽減された。
　・逆浸透精製水製造装置
　　装置の運転データがパネルに数値化されて表示されるため、データーを把握しや
すくなった。
　・下部消化管ビデオスコープ
　　径が細くなり挿入しやすくなり、患者さんへの負担が軽減された。
　・高周波焼灼電源装置
  　以前の焼灼装置より接続が簡単になり準備がしやすくなった。
　・人工呼吸器（搬送用）
    設置以降、使用患者はいないが取扱説明においても使用が簡単で医師及び看護師
の負担が軽減される。
　
　これらにより地域住民に対する安定的で質の高い医療サービスの確保が図られたと
評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、機器本体部への標記と
町立厚岸病院ホームページの掲載及び院内掲示により住民への周知を実施した。

　今後とも機器の使用状況や、利用者及び病院関係者のニーズを踏まえながら計画的
に事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,190,000 3,190,000

2,800,000 2,800,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全自動洗濯機　１台

矢臼別演習場関連公共用施設（社会福祉施設：特別養護老人ホーム心和園全自動洗濯
機更新）整備事業

厚岸町長

厚岸町特別養護老人ホーム心和園　(厚岸郡厚岸町白浜４丁目１番地)

　現在使用している全自動式洗濯機は、平成22年に整備されてから10年以上経過して
おり、修理を繰り返しながら使用している状態であった。
　現在、故障しているが修理不可能で、入所者の清潔を保てなくなり、感染予防等が
困難になってしまうため、本事業を実施し、清潔で安全な環境を整備し、住民の福祉
の向上を図ることを目的とする。

無

令和８年１月～令和８年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　施設の管理職員、介護職員等から、「以前は使用できる洗濯機の数が少ないことも
あり、洗濯の待ち時間が発生していたが、現在はなくなった。」「以前いれた洗濯機
と同じため、操作もスムーズで使いやすい。」などの評価を得られたことから、施設
サービスの一層の向上が図られたことが確認できた。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、備品本体に表記、施設
内の掲示板にポスターを添付、施設広報誌及び及び町ホームページに掲載し、地域住
民への周知を図った。

　今後とも施設の現状や入所者、施設管理職員等の要望を踏まえながら計画的に事業
を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

まで 予定 予定 予定
円 円 円 円 円 円

115,650,603 22,442,149 138,092,752

交付金 102,000,000 10,000,000 112,000,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 13,843 4,883 18,726

計 102,013,843 10,004,883 112,018,726

100,009,000 12,009,726 112,018,726

2,004,843 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本基金事業を活用することにより、学校給食無償化事業が安定的に実施されてい
る。
　また、各学校を通して児童生徒及び保護者に聞き取り等を実施したところ、以下の
評価が得られた。
・無償化の実施により、家庭の経済状況に左右されることなく、安定して栄養バラン
スのとれた給食を提供することができるため、子どもの成長に欠かせない事業であ
る。
・保護者の経済的負担が軽減され、学用品や部活動等の費用に充てることができた。
・学校給食はバランスの取れた食事を取ることにより、子どもの健康を促進するもの
であるとともに、生きた教材として活用し、児童生徒の食育の推進を図ることかでき
た。等
　以上のように、学校給食無償化事業の実施により、保護者の経済的負担が軽減さ
れ、地域で生産されたものへの意識の向上や、給食無償化における税金・交付金のあ
り方を主体的に考える自覚を育ませることにつながっている。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町ホームページへ
の掲載によって地域住民への周知を行った。

今後も安定的な給食の提供を図る。

無

平成３０年度～令和７年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額

学校給食の無償化

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：学校給食無償化
事業）

厚岸町長

厚岸町内

　学校給食において、給食無償化を実施し、保護者の経済的負担の軽減を図る。ま
た、多くの地場産品の活用により、その地域で生産されたものへの意識の向上や給食
無償化の実施に際する税金・交付金のあり方を主体的に考える自覚を育ませ、安心し
て子育てできるまちづくりを推進する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
まで 予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円 円
79,336,753 17,620,087 18,865,000 18,795,000 53,235,000 187,851,840

交付金 83,510,000 3,188,000 12,000,000 12,000,000 36,000,000 146,698,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 29,159 31,745 30,746 26,869 57,188 175,707

計 83,539,159 3,219,745 12,030,746 12,026,869 36,057,188 146,873,707

69,500,000 10,000,000 13,000,000 13,000,000 41,373,707 146,873,707

14,039,159 7,258,904 6,289,650 5,316,519 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

子ども医療費の助成

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（医療に関する事業：子ども医療費助成事業）

厚岸町長

厚岸町内

　本町では平成３０年８月から、子どもの健康で健全な育成を推進することを目的に
子どもの医療費を助成しており、継続的かつ安定的な事業の実施が求められている。
 本事業の実施により、子どもの健やかな成長に寄与するとともに、子どもの保健の向
上と福祉の増進を図る。

　本基金事業を活用することにより、子ども医療費助成事業が安定的に実施されてい
る。
　また、受給者である保護者からは以下のような評価を得られている。
・子どもは病院にかかる機会が多いので、助成がなければ医療費の負担が非常に大き
かったと思う。
・子育て世代にはとても助かる制度
　以上のように、子ども医療費助成事業の実施により、保護者の経済的負担が軽減さ
れ、子どもの保健の向上と福祉の増進に繋がっている。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町ホームページへ
の記載によって地域住民への周知を行なった。

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

無

令和２年度～令和12年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

まで 予定 予定 予定
円 円 円 円 円 円

159,657,085 52,515,497 54,271,120 266,443,702

交付金 108,747,000 20,000,000 20,000,000 148,747,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 20,721 30,148 15,248 66,117

計 108,767,721 20,030,148 20,015,248 148,813,117

95,700,000 30,000,000 23,113,117 148,813,117

13,067,721 3,097,869 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本基金事業を活用することにより、医師を確保し安定した医療環境の構築が図られ
た。
　また、町立病院の利用者等から聞き取りを実施したところ、以下の評価が得られ
た。

・24時間の救急医療を確保していただけているおかげで急遽何かがあっても病院に駆
けつけられるという安心感をもって生活できる。

　以上のように、町立病院維持運営事業の実施により、医師が安定して確保できてい
ることで、利用者から安心して受診できる旨、評価をいただいているところである。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町ホームページへ
の記載によって地域住民への周知を行なった。

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

無

令和３年度～令和８年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額

町立病院の維持運営

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（医療に関する事業：町立病院維持運営）

厚岸町長

厚岸町内

　本町では町民の命と健康を支える中核的な医療機関として急性期から慢性期までの
幅広い医療を行い、厚岸郡では唯一の入院施設をもつ町立病院で、透析医療、小児医
療も行っている。
 しかし、医師偏在化が進み、常勤医確保が難しいなか、病院機能を維持継続していく
ためには一定の医師が必要であり、本事業の実施により医師を確保し安定した医療環
境の構築を目指す。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和６年度 令和７年度
令和８年度

予定
令和９年度

予定
令和10年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

9,020,000 9,020,000

9,000,000 9,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

スラリーポンプ　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：町営牧場用機械購入）整
備事業

厚岸町長

厚岸町営牧場大別団地（厚岸町大別１番地）

　町営牧場は農家の安定した経営を支えるために、最大の努力を行っているところで
すが、その為必要な作業機等の整備を行い、農業振興に貢献するものであります。
　本事業により、スラリーポンプの整備を行うことで、安定的なふん尿処理体制を整
備することにより、施肥効率が向上され、牧草の収量が確保され周辺酪農家の産業の
振興に寄与することを図る。

　無

令和７年７月～令和７年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の実施による成果を牧場管理者へ聞き取りしたところ、スラリーポンプの導
入により、春の散布作業を実施したが、スラリーストアーに貯留したふん尿の散布作
業を迅速に行うことが出来、草地への施肥効率も向上したことから、周辺酪農家の産
業の振興に寄与していることが確認できた。
　また本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を作業機本体に表記し
たほか、町ホームページへの掲載することなどで、地域住民への周知を図った。

　今後も適切な管理を行いながら、計画的に事業を実施する。


